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論　　文　　の　　要　　旨

（1）本論文の構成

　　本論文は全9章455ぺ一ジにわたる主論文と主論文の表1図を補足する資料編（別冊，167ぺ一

　ジ）から成っている。

（2）研究の意義1目的

　　心理的防衛の概念はフロイトによって提唱されたものであるがラ今日においては，人問の行動

　や個性の理解において欠かすことのできない基本概念の一つとなっている。しかるにう心理的防

　衛一性についての研究はラその成立の過程からも推測されるようにラ専ら個性記述的方法に依存し

　ており，知覚的防衛に関する一連の研究を除けば、実験的操作的検討に耐えうる研究はほとんど

　なされていない。

　　本研究は以上の点をふまえて，心理的防衛性の特質を実験的あるいは統計的接近法によって解

　明しようとするものである。特に。個人のパーソナリティを「意識される水準」と「投影的に表

　出される水準」の二面から把握し，両者のずれおよび対応関係を通して防衛性の構造を明らかに

　するとともにラあわせて発達的背景を検討することを目的としている。

（3）方　　　法

　　投影的に表出される水準のパーソナリティ特性の測定には、文章完成法ヨブラッキー認知テストラ
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　ロールシャツハ画インクブロツトによる方法等が用いられた。またラ意識される水準のパーソナ

　リティ特性の測定には直接法テスト（質問紙法）が用いられ雪両水準のずれ及び対応関係が詳細に

　分析された。

　　なおう本研究は大きく四つに分けられ、それぞれの研究目的に合わせてう幼児う児童。青年う

　成人ラ神経症者が被験者として用いられた。

（4）結　　　果

　　本研究によって得られた主な結果は次のようである。

　①一般にネガティブな動機や感情はヨ直接に表出されるよりは。問接的に投影的反応として表

　　出されやすいことヨこのような傾向は児童や成人よりは青年に，また正常者よりは神経症者に

　　生じやすいことラしたがってヨこれは防衛性の一つの現われと解されることが明らかにされた。

　　また。以上から投影的反応と直接的反応が個人のパーソナリティの異なる側面を反映している

　　ことは確かであり、これら二つの反応間の対応関係の解明によって防衛性の構造をとらえると

　　いう本研究の方法論が支持された。

　②投影的反応として表出されるパーソナリティ特性と直接的反応として表出される自已概念の

　　対応関係には著しい一性差が認められた。女性群の結果は里たとえば適応性において優れた自已

　　概念を有するものほど「不安」を投影しやすくヨまた簑直接的反応の内容が抑圧傾向によって

　　特徴づけられるものほど投影的反応の内容は逆に過感傾向によって特徴づけられるヨというよ

　　うに両反応の関係はほぼ一貫して逆相関的であった。これに対し。男性群に認められる両反応

　　の関係では複雑で一貫性に乏しかったがヨどちらかといえば正の相関を示す傾向がみられた。

　③自已概念との問で最も顕著な相関的関係（正負にかカ）わらず）にあるインクブロットヘの反

　　応はヨ男性群ではブロットIV（ロールシャッハ1テスト図版IV）でありラ女性群ではブロット

　　V且（ロールシャッハ1テスト図版VI）であった。しかもこの関係は男性群では正の相関であるの

　　に対してヨ女性群ではすべて負の相関を示した。

　　　この結果をさらに説明すれば雪男性群の場合，自已を否定的に評価し、自已を強くて危険な

　　ものとみているものは、ブロットIVのような父性ないし男性性を特色とするといわれる投影材

　　料に対して，価値的に低い特性、あるいは強くて危険な特性を投影する傾向を示すといえる。

　　これに対しヨ女性群の場合は，自已を活動的とみヨ肯定的に評価しているものほど雪ブロット

　　VIのように母性ないし女性性の否定的な面を特色とするといわれる投影材料に対して。活動性

　　に乏しいなどのように否定的な特性を強く投影する傾向を示すことになる。

　④幼児とその母親を対象としてヨ「親の子どもに対する態度」と子どもの投影的反応の関係を検

　　討した結果。「不安」を投影しやすい幼児はヨ母親から「攻撃性」を禁止されているものに多い

　　ことが見出された。またヨ「攻撃性」を投影しやすい幼児は事母親から「接触欲求」を拒否され

　　ているものに多いことが見出された。これらの結果で注目されるのは，母親によって禁止され

　　がちな欲求の内容と投影された内容とが一致していないことである。つまり、「攻撃性の禁止」

　　は「不安の投影」に対応しラ「接触の拒否」は「攻撃性の投影」に対応している。
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　著者によればヨこれらの結果はラ母親の子どもに及ぼす影響過程が「子どもの認知的場にお

ける母親像」に大きく依存していることを示唆するものである。著者はラたとえばラ禁止的国

拒否的な母親はラ子どもを母親のネガティブな感情にさらすことによって，いわば母親認知の

汎化によって生ずるようなラ外界のネガティブな情緒的側面に対する感じやすさを強化すると

解釈している。

審　　査　　の　　要　　旨

　心理的防衛性の機能1特質についての考察はヨこれまでのところラ人間の深層心理に対する深い

洞察力を傭えた研究者の所論に負うところが多くヨ実証的1実験的にその法則性を究明しようとし

た研究はほとんどみられなかった。長く精神分析理論の研究を続けてきた著者はこの点に物足りな

さを感じラ防衛性の機能宙特質を実験的1統計的方法を通して解明することを試みたのが本研究で

ある。

　本研究では、防衛の結果として意識対無意識の持続的な内的葛藤が生ずることに注目し，防衛性

は個人のパーソナリティの「意識される水準」と「投影的に表出される水準」のずれ及び対応関係

に反映されることを実証するとともに、その様相を具体的に明らかにしている。この点で本研究は

他の研究にみられない独自性をもつものであり，防衛性研究に新しい視点を導入したものとして高

く評価できる。

　また。「意識される水準」と「投影的に表出される水準」の関係は。特に女性群では逆相関的関係

でさえあることヨしかもこの傾向は「不安」や「攻撃性」のようなネガティブな情緒的特性に関し

て特に認められることラ子どもの投影反応は母親の態度と関違があること，などを明らかにした点，

精神分析理論の実証的検討として人格理論の発展に寄与するところが大きい。

　ただラこのような評価にもかかわらず、なお検討すべき問題も残されている。たとえば，本研究

では防衛性の指標を一貫して直接的反応と投影的反応のずれ及び対応関係に求めているが、この指

標のみで防衛機制の類型の検証にまで進むことは困難であろう。したがってヨ理論的体系を整える

ためには，さらに新しい視点の導入も必要となろう。また，本研究では多くの興味深い結果が示さ

れたが，統計的には十分に満足すべき段階まで達していないものも含まれている。それらの結果を

一般化するためにはさ引こ慎重な検討が必要である。

　しかしヨ本研究は先駆的研究として大きな意義をもっておりヨ今後ヲこの面の研究に対して多大

の示唆を与えるものと認められる。

　よってラ著者は教育学博土の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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